
公共施設に関するアンケート調査結果（抜粋）

実施期間： 平成31年3月14日　～　平成31年3月28日
実施対象： 18歳以上の市民3,000人（住民基本台帳から層化無作為抽出）
有効回答数： 1,686人（回答率56.2%）

Q1　将来の市立小中学校のあり方に対する考え（複数回答可） (n=1,686)

Q2　小中学校統合により通学が遠くなった場合に対する考え（複数回答処理） (n=1,686)

Q3　小中学校に追加するとよいと思う機能（複数回答可） (n-1,686)
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

施設の規模を縮小

近隣の小学校同士または中学校同士を統合

近隣の小学校と中学校を統合

小学校・中学校以外の施設と複合化

施設の規模の縮小、廃合、複合化のいずれにも反対

その他

無回答
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50.47%

12.63%

4.03%

2.91%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通学の安全確保ができれば、多少遠くなることは構わない

バス等の通学手段の確保ができれば、構わない

どのような場合であっても、遠くなることは認められない

その他

無回答

37.13%

36.77%

42.59%

53.08%

28.47%

28.00%

10.79%

7.35%

3.50%

2.61%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域の人たちの活動拠点

生涯学習の場

保育園や幼稚園

学童保育の場

高齢者などに介護福祉サービスを提供する場

図書貸出・閲覧サービスを提供する場

事務所や診療所等の民間活用

小・中学校は学校教育以外で使用すべきでない

その他

無回答

資料３



Q4　小中学校の小規模化に対する考え (n=1,686)

【Q4で「望ましい」または「どちらかといえば望ましい」と回答した人のみ】
Q5-1　望ましいと考える理由（主なもの３つまで） (n=570)

【Q4で「どちらかといえば望ましくない」または「望ましくない」と回答した人のみ】
Q5-2　望ましくないと考える理由（主なもの３つまで） (n=796)

11.57%

22.24%

35.88%

11.33%

16.01%

2.97%

望ましい

どちらかといえば望ましい

どちらかといえば望ましくない

望ましくない

わからない

無回答

56.14%

49.65%

28.60%

71.93%

33.16%

26.32%

27.37%

3.68%

0.53%

0.35%

2.63%

0% 20% 40% 60% 80%

同学年の子ども同士がよく知り合うことができ、人間関係が密になる

異学年との子どもとの関りが密になる

運動会や音楽会などの学校行事で、子ども一人ひとりの活躍の場が作りやす…

先生の目が届きやすく、きめ細かな指導（個別指導）がしやすくなる

全員で団結や協力がしやすくなる

個々の活動が増え、責任感が育つ

ゆとりや安心感など、家庭的な雰囲気の中で学ぶことができる

その他

特にない

わからない

無回答

43.22%

73.12%

50.88%

54.40%

37.19%

53.39%

26.13%

6.66%

0.50%

0.50%

0.25%

0% 20% 40% 60% 80%

切磋琢磨する機会が少なくなる

子どもが多様な個性と触れ合う機会が少なくなる

集団活動・行事に支障が出る

多様な考えに触れる機会が少なくなる

コミュニケーション能力が育ちにくくなる

部活動など数や部員が少なくなり、運営に支障が…

PTA活動等において、保護者への負担が大きく…

その他

特にない

わからない

無回答


